
経営診断ツール操作ガイド

◆経営診断ツールについて

「経営診断ツール」は、企業の経営状態を把握するツール（道具）です。IT

導入補助金で導入すべきITツールを選択するために、まずは自社の経営状態を

把握することが大切です。

従業員数や業種などの基本情報と最新決算期を含めた2期分の決算に関する

情報、5つの視点の質問に答えるだけで、事業計画を策定するように自社の課

題を把握することができます。また、より客観的な観点から診断を行うために

は、中小企業支援機関等に所属する者の支援を受けることも有効です。

なお、平成29年度補正サービス等生産性向上IT導入支援事業の交付申請を

するためには、「経営診断ツール」の結果が必要となりますが、当ツールは交

付申請を行われない方もご利用頂けます。

◆本書について

本書は平成29年度補正サービス等生産性向上IT導入支援事業の補助金（以

下、「本補助金」という）の交付申請にて活用される「経営診断ツール」の

操作を説明するものです。

本補助金の交付申請をご検討される方は平成29年度補正サービス等生産性

向上IT導入支援事業のホームページ内にある交付規程・公募要領及び交付申請

の手引き等の資料を必ずご確認頂いたうえで手続を行ってください。

2018年11月2日改訂

2018年4月20日



経営診断ツールにて、診断を行う際には下記の企業情報が必要となります。

経営診断ツール利用時の必要情報
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ご利用方法

本書に記載の通り、下記必要情報をご用意のうえ、画面の案内に従って数値・質問に対する回答を入力する

ことで、企業の経営状態を把握することができます。

1

事業計画関連情報

・経営者について
経営理念・ビジョン、ネットワーク

・事業について

沿革、強み、弱み、IT投資/活用の状況

・企業を取り巻く環境

市場動向、従業員定着率、支援機関

・内部管理体制

組織体制、事業計画等

・総括

取り組むべき課題、将来目標 等

経営診断ツールの利用には、最低1期分の決算情報が必要となります。

会社設立･開業後、一度も決算を迎えていない場合は、開業時の事業計画を流用するか2018年4月～2019年

3月までの1年間ITツールを導入せずに事業を実施したと想定し、数値を入力してください。

※実際に情報を入力する際には、決算書類を確認しながら入力してください。

◆法人の場合 ⇒決算書 ◆個人事業主の場合 ⇒ 収支内訳書や確定申告書等

数値情報（決算期情報）

◎従業員数 ◎労働時間

・直近、2期前の決算期情報

◎決算月

◎前期売上高

◎営業利益

・現金、預金

・純資産合計

・売掛金

・棚卸資産

・支払手形

◎売上高

◎資本金

・借入金

・減価償却費

・負債合計

・受取手形

・買掛金 等

※◎の項目は必ず入力が必要な項目です。
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基本情報の入力 「所在地」「代表者名」等の企業基本情報を入力します。

2

細分類コードを入力すると自動

で反映されます。

細分類コードはこちらから検索

ができます。

基本情報を入力してください。

※イメージ
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財務情報の入力 「売上高」「資本金」「営業利益」等の財務情報を入力します。

3

前期決算期の数値をもっていない場合は、前期決算期に

は、「０」を入力せず、本年度1年間ITツールを導入せずに

事業を実施したと想定し、数値を入力してください。

※従業員の年間労働時間の合計÷従業員数で平均労働時間を割り出してください。

※パート、派遣・契約社員を含まない正社員数を入力してください。

※個人事業主の場合は「０」と入力してください。

※割引手形を含めた金額を入力してください。

※長期借入・短期借入・1年以内返済長期借入金の合計を入力してください。

※設備支払い手形は含めません。

取締役等の役員を除いた数が「０」となる場

合は、役員を含めカウントし、「１」以上の数

値を入力してください。

※イメージ財務分析情報について入力してください。

入力が完了したら、「次へ」ボタンを押下し

てください。

３期前の売上高について

■事業を行っていなかったために売り上げが無い場合

⇒売上高に２期前の数値を入力してください。

診断結果の売上げ増加率がゼロになります。

■事業を行っていたが売り上げが無い場合

⇒売上高に「１」を入力してください。

診断結果の売上げ増加率が算出されます。

※製造原価、一般管理費等に計上されている減価償却費の合計を入力してください。



「経営理念」「経営意欲」等の非財務情報の設問に回答します。
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非財務情報の入力１

4

入力が完了したら、「次へ」ボタン

を押下してください。

引き続き非財務指標の設問です。

設問に回答してください。 ※イメージ



引き続き、非財務情報の設問に回答します。

経営診断ツール操作ガイド

非財務情報の入力２

5

入力が完了したら、「次へ」ボタン

を押下してください。

引き続き非財務指標の設問です。

設問に回答してください。 ※イメージ



引き続き、非財務情報の設問に回答します。
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非財務情報の入力３

6

入力が完了したら、「次へ」ボタン

を押下してください。

引き続き非財務指標の設問です。

設問に回答してください。 ※イメージ



引き続き、非財務情報の設問に回答します。
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非財務情報の入力４
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入力が完了したら、「次へ」ボタンを

押下してください。

引き続き非財務指標の設問です。

設問に回答してください。 ※イメージ



引き続き、非財務情報の設問に回答します。
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非財務情報の入力５
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入力が完了したら、「次へ」ボタンを

押下してください。

入力情報の確認へ進みます。

設問に回答してください。 ※イメージ



設問に対する回答を終えると、診断結果が表示されます。
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診断結果の確認
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中略

内容を確認したら、「保存 PDF出力」ボタンを押下してく

ださい。

データは自動で保存されませんので必ずPDF出

力し、保存してください。

出力したPDFに経営診断結果IDが印字されます。

前々期決算期前期決算期

診断結果がPDF出力されます。

次で経営診断ツールは完了です。

分析結果が表示されます。

赤い線は前期決算期情報

青い線は前々期決算期情報です。

入力情報を確認してください。

内容を確認し、修正が必要な場

合は、「戻る」ボタンを押下してくだ

さい。

※イメージ

※経営診断ツールで入力した情報の一部を省略してします。



経営診断ツールの診断結果をPDF出力した画面です。
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診断結果の確認

10

① 売上増加率（＝(売上高/前年度売上高)－１）
⇒キャッシュフローの源泉であり、企業の成長ステージの判断に有用な指標のことです。

② 営業利益率（＝営業利益/売上高）
⇒事業性を評価するための、収益性分析の最も基本的な指標です。

③ 労働生産性（＝営業利益/従業員数）
⇒成長力、競争力等を評価する指標です。

④ EBITDA有利子負債倍率(＝(借入金－現預金)/(営業利益＋減価償却費))
⇒有利子負債がキャッシュフローの何倍かを示す指標であり、有利子負債の返済能力を図る指標のひとつです。

⑤ 営業運転資本回転期間（＝(売上債権＋棚卸資産－買入債務)/月商）
⇒過去の値と比較することで、売上増減と比べた運転資本の増減を計測し、回収や支払等の取引条件の変化による必要運転資金の増減を把握する
ための指標です。

⑥ 自己資本比率（＝純資産/総資産）
⇒安全性分析の最も基本的な指標の一つで、総資産のうち、返済義務のない自己資本が占める比率を示す指標です。

PDF出力した診断結果の右上に

は「診断結果ID」が記載されて

います。

交付申請の際に必要となります

ので、PDFデータを破棄しないよう

ご注意ください。

非財務情報の診断結果が

記載されています。

経営診断の結果がダウンロードされました。内容を確認してください。

経営診断は完了です。

※イメージ
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更新日 更新ページ 更新内容

2018/4/20 新規作成

2018/5/1 P.6 画像の差し替え

2018/6/25 P.1~P.10 画像の差し替え

2018/7/27 P.3 画像の差し替え

2018/11/2 P.3 「年間の平均労働時間」注釈の位置ズレを修正
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更新履歴


